
基本理念

基本方針

「心のかよう質の高い医療」を提供します
「患者の幸せ」のため、質の高い医療の提供を目指します
よりよき医療環境を求めて、地域と共に保健・医療・福祉の充実を目指します
職員の協働活動のため、よりよき環境づくりを目指します

患者さんの権利と責務

最新の外来診療表がホームページで確認できます  http://www.simo.saiseikai.or.jp/

１．個人の尊厳を尊重され、医療者との相互の協力関係のもとに良質な
医療を受けることができます。

２．病気・検査・治療などについて、十分な説明と情報をうけることが
できます。
また、よく理解できなかったことについては十分理解できるまで質
問することができます。

３．十分な説明と情報提供を受けた上で、医療者が提供する検査や治療
方法などを自らの意思で選択することができます。また。他医療機
関の医師の意見（セカンドオピニオン）を求めることができます。

４．当院での診療の過程で、医療者が得た個人情報やプライバシーにつ
いては厳正に保護されます。

５．所定の手続きをおとりになることにより、ご自分の診療録の開示を
お求めになることができます。

６．良質な医療実践のため、自分自身の健康に関する情報を正確に提供
する責務があります。

７．すべての患者さんが適切な医療を受けられるように、他の患者さん
の入院生活や病院職員の医療提供に支障を与えないように配慮する
責務があります。

８．安全で優しい療養環境を維持するために、医療に関する法律や病院
で決めた約束事などをお守り頂く責務があります。

９．医療費を支払う責務があります。
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財団特集 「ケニア・スラムの学校の先生、
　　　　　　 骨折の治療に感謝！」

平成最後の赤間神宮の絵馬

号
2019 WINTER

第 52 号

糖 尿 病 教 室

実　　　施　　　日 時　　　間 参  加  費 お問い合わせ

なんでも相談窓口

場　　　所

マザークラス

外 来 患 者 数 入 院 患 者 数 新 入 院 患 者 数 平 均 在 院 日 数 救急車受入件数 手　術　件　数
平成30年 8月
平成30年 9月
平成30年10月

　 教室・相談窓口のお知らせ（平成31年 1月～3月）

　 診療実績報告（平成30年 8月～平成30年 10月）

　 地域医療支援研修会（平成31年 1月～3月）

地域医療支援病院の教育活動の一環として、毎月1回（第4木曜の18時～）研修会を開催します。是非ご参加下さい。
※事前の申し込みは不要（駐車場は当院外来駐車場をご利用下さい）

おことわり

開　催　日 テ　　　ー　　　マ 講　　　　　師

　 健康講座の予定（平成31年 1月～3月） 〈時間〉10：00～10：30 ／〈場所〉会議室（2階）

〈時間〉１８：００～１９：０0 ／〈場所〉管理棟 講堂（3階）

開　催　日 テ　　　ー　　　マ 講　　　　　師
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3月
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23日（水）
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　 6日（水）
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　27日（水）
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ＮＥＷ
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認知症の方の心に響く接し方

ＮＥＷ
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上記の日程は、諸事情により変更もしくは中止となる場合があります。ご了承ください。
※腎臓病教室は、入院患者のみを対象とするため削除となりました。※糖尿病教室は、月２回の開催になりました。
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テキスト代
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がん患者さんや家族の方が「語りの場」として
「ふくふくサロン」を開催しています。
コーヒーを飲みながら
話し合ってみませんか。

がん相談支援センター（直通） ☎083-262-2332

平成31年
1月9日(水)、2月13日(水)、
3月13日(水)

お問合せ

対象  がん患者、その他ご家族（通院、入院、他院問わず）

費用  無料（駐車料金含む）

時間  13：00受付～15：00 場所  ２階会議室

開催日ふくふくサロンふくふくサロン
がん患者さん・ご家族のためのがん患者さん・ご家族のためのがん患者さん・ご家族のための

　2016年にも外来受診でお世話になったケニア
のスラム街の子どもたちの教育・生活を支える寺
子屋マゴソスクールの教頭、オギラ先生。昨年も
日本各地で交流するために来日しました。ところ
が、その二月程前に交通事故で下腿を骨折し、貧
しい人たちにとっての最後の砦、国立病院に搬送
されましたが、給与未払い等で医師もストライキ
中、満足な治療を受けることができませんでした。
本人が大丈夫と言うので来日したところ、骨は完
全にずれており、とてもツアーを続けられないと
の診断で、急遽当院に来てもらい、緊急入院・手
術を受けさせて頂きました。順調に回復しました
が、ケニアの医療事情を鑑みるに抜釘が望ましい
との判断で、この秋再来日し、当院で無事手術を
終えました。
　オギラさんは様々なトラウマを抱えてやってく
る子どもたちの父親役を務めながら、音楽を通じ
て子どもたちに夢と希望を与えることのできる先
生で、音楽に合わせて「踊る」ことができるよう
になったことは本人にとっても、学校にとっても
かけがえのないことで、二度の入院治療に対して
医療費減免措置を講じてくださった津江院長を始
め、手術・入院・リハビリ・事務手続き等様々な
対応をしてくださった職員の皆様には心から感謝
しております。
　二度とも退院後しばらくは北九州の先進的取り
組みをされている老人ホームにお世話になりまし
たが、そこでも暖かく迎えてもらい、お年寄りか
ら地域の子どもたちまで様々な交流をさせていた
だきました。オギラ先生にとって下関・北九州は
第二の故郷。これからも交流が続けられれば幸い
です。但し、くれぐれも怪我や病気になって戻っ
てこないことを願っております。
　尚、大城は全国の支援者の集い「マゴソスクー
ルを支える会」(magoso.jp)の会長を務めています。
引き続きご支援をお願いいたします。

ケニア・スラムの学校の先生、
骨折の治療に感謝！
大 城  研 司
済生会下関総合病院麻酔科

オギラ先生（左）と津江院長（右）

特集

　平成30年に新生児集中ケア認定
看護師の資格を取得しました。新生
児集中ケア認定看護師には、ハイリ
スク新生児の病態変化を予測した重
篤化の予防・生理学的安定と発達促
進のためのケア、および親子関係形
成のための支援という役割がありま
す。
　近年、医療技術の進歩によって多
くの赤ちゃん達が救命されるように
なり、自宅での医療的なケアを必要
とする場合も増えています。言葉で
訴えられない赤ちゃんのサインを汲
み取り、母親やご家族に寄り添いな
がら家族関係の形成を支えていきたいと考えています。　　
　入院となった赤ちゃん達が元気に成長発達していけるよう、急性期はもちろん、退院後の生活ま
でを見据えた支援をしていきたいと思います。他職種と協働して地域との連携を図りながら、医療
と地域をつなぐ役割を果たし、質の高い包括的な看護の提供へと繋げていきたいと考えています。
　これからも日々研鑽しながら、常に認定看護師
としての自身の役割について考え、活動していき
たいと思います。

認定看護師紹介

看護師 安田　さくら
やす だ
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開　催　日 テ　　　ー　　　マ 講　　　　　師

1月

2月

3月

16日（水）

23日（水）

30日（水）

　 6日（水）

　13日（水）

　20日（水）

　27日（水）

　6日（水）

 13日（水）

 20日（水）

 27日（水）

がん検診をうけよう

インフルエンザについて

「静脈瘤とは、どんな病気？」と
その予防法について

心臓病についてのお話

子どもの虐待予防

外傷時の対応

実践しよう！運動療法

がん放射線療法看護認定看護師

緩和ケア認定看護師

感染管理認定看護師

集中ケア認定看護師

慢性心不全看護認定看護師

摂食・嚥下障害看護認定看護師

認知症ケア認定看護師

小児救急看護認定看護師

救急看護認定看護師

糖尿病看護認定看護師

集中ケア認定看護師

感染管理認定看護師

倉　冨　　　彰

柴　田　敏　子

國　弘　健　二

岡　﨑　美　幸

山　口　健　二

加　藤　貴　子

吉　永　奈　央

井　上　美　里

藤　枝　絵　美

安　田　直　子

福　永　沙　織

古　賀　香奈子

9日（水）

病院で問題となる菌について

心不全とその予防について

ＮＥＷ

放射線によるがん治療

食事を美味しく食べるために
～口腔ケアの大切さ～

認知症の方の心に響く接し方

ＮＥＷ

ＮＥＷ

上記の日程は、諸事情により変更もしくは中止となる場合があります。ご了承ください。
※腎臓病教室は、入院患者のみを対象とするため削除となりました。※糖尿病教室は、月２回の開催になりました。

13：00～13：30 無　料 栄養管理科会議室（２階）

13：00～16：00
500円

テキスト代
（初回のみ）

4階東病棟会議室（2階）

8：30～17:00 無　料 医療相談室医療相談室

18,480人
15,878人
18,565人

11,436人
11,128人
11,698人

967人
853人
960人

１１.０２日
１２.００日
１１.４２日

309件
301件
259件

847件
747件
891件

28日（木） がん化学療法看護認定看護師

井　上　美　里

清　水　倫　子経口抗がん薬のケア

小児のフィジカルアセスメント

なぜ早期離床は必要なのか
～廃用症候群を知ろう～

24日（木）

28日（木） 集中ケア認定看護師

小児救急認定看護師

前　田　友　美

1月／４（金）、１８（金） 
2月／１（金）、１５（金）
3月／１（金）、１５（金）
1月・2月・3月／（月）～（金）
1月／９（木）、１６（木）、２１（木）
2月／７（木）、１４（木）、２１（木）、２８（木）
3月／７（木）、１４（木）、２８（木）

1月

3月

2月


